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(54)【発明の名称】 映像の階調向上方法およびこれを行う映像表示装置

(57)【要約】
【課題】  映像の階調向上方法を提供する。
【解決手段】  （ａ）液晶駆動電圧値を単位フレーム毎
に変えながら、液晶表示装置に表示される映像の輝度レ
ベルを測定する段階と、（ｂ）測定された輝度レベルを
利用して、表示された映像の中で階調を向上させる必要
がある輝度レベル区間を少なくとも一つ決定する段階
と、（ｃ）前記輝度レベル区間において、映像のフィル
フレームを構成する第１フィールドおよび第２フィール
ドに対して新しい液晶駆動電圧をそれぞれ生成する段階
と、（ｄ）新しい液晶駆動電圧値に基づいて前記液晶表
示装置に表示された映像の輝度レベルを測定し、測定し
た輝度レベルを新しい輝度レベルとして求める段階と、
（ｅ）前記新しい輝度レベルの中から、第１輝度レベル
を少なくとも一つ選択する段階と、（ｆ）前記第１輝度
レベルに基づいて、表示された映像の階調が向上された
か否かを判断し、前記映像の階調が向上されない場合に
は前記（ｅ）段階へ戻る段階とを備えることを特徴とす
る映像の階調向上方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】単位フレームを構成する第１フィールドと
第２フィールドのそれぞれに割り当てられた液晶駆動電
圧から、前記第１フィールドの第１フィールド液晶駆動
電圧および前記第２フィールドの第２フィールド液晶駆
動電圧を、入力された映像信号の大きさに応じてそれぞ
れ選択し、選択した前記第１フィールド液晶駆動電圧お
よび前記第２フィールド液晶駆動電圧に基づいて、第１
フィールド液晶駆動信号および第２フィールド液晶駆動
信号をそれぞれ生成し、当該第１液晶駆動信号および第
２フィールド液晶駆動信号に基づいて映像を表示する液
晶表示装置における映像の階調向上方法であって、
（ａ）液晶駆動電圧値を単位フレーム毎に変えながら、
前記液晶表示装置に表示される映像の輝度レベルを測定
する段階と、
（ｂ）測定された輝度レベルを利用して、表示された映
像の中で階調を向上させる必要がある輝度レベル区間を
少なくとも一つ決定する段階と、
（ｃ）前記輝度レベル区間の前記第１フィールドおよび
前記第２フィールドに対して新しい液晶駆動電圧をそれ
ぞれ生成する段階と、
（ｄ）新しい液晶駆動電圧値に基づいて前記液晶表示装
置に表示された映像の輝度レベルを測定し、測定した輝
度レベルを新しい輝度レベルとして求める段階と、
（ｅ）前記新しい輝度レベルの中から、第１輝度レベル
を少なくとも一つ選択する段階と、
（ｆ）前記第１輝度レベルに基づいて、表示された映像
の階調が向上されたか否かを判断し、前記映像の階調が
向上されない場合には前記（ｅ）段階へ戻り、前記映像
の階調が向上されない場合には終了する段階とを備える
ことを特徴とする映像の階調向上方法。
【請求項２】  前記（ａ）段階には、
（ｇ）測定した輝度レベルを利用して、表示された映像
の中の隣接した階調間の輝度レベルの差を求め、求めた
階調間の輝度レベルの差を用いて有効な第２輝度レベル
を抽出する段階が含まれており、
前記（ｂ）段階では、前記（ｇ）段階において抽出した
前記第２輝度レベルの中から、前記輝度レベル区間を決
定することを特徴とする請求項１に記載の映像の階調向
上方法。
【請求項３】  前記（ｇ）段階では、
隣接する階調の輝度レベルｙ＿ａおよびｙ＿ｂのうち、
下記式の条件を満たすものを、前記第２輝度レベルとし
て決定することを特徴とする請求項２に記載の映像の階
調向上方法。

ここで、ｙ＿ｄｅｌｔａはＴ／Ａに該当し、Ａは表示さ
れる前記映像の画素が有しうる輝度レベルの数に該当
し、Ｔは１より小さい値であって、許容因子を表わす。
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【請求項４】  前記（ｂ）段階では、決定した輝度レベ
ル区間に含まれる階調の数を求めることを特徴とする請
求項３に記載の映像の階調向上方法。
【請求項５】  前記（ｂ）段階では、
液晶駆動電圧と基準輝度レベルとの関係を示す基準テー
ブルと、前記（ａ）段階において測定された、液晶駆動
電圧値と輝度レベルとの関係を示す測定テーブルとを比
較し、この比較結果に基づいて階調の数を求めることを
特徴とする請求項４に記載の映像の階調向上方法。
【請求項６】  前記（ｅ）段階では、決定された前記輝
度レベル区間に含まれる階調の数を決定することを特徴
とする請求項２に記載の映像の階調向上方法。
【請求項７】  前記（ｃ）段階において生成された新し
い液晶駆動電圧は、下記式の条件を満たすことを特徴と
する請求項２に記載の映像の階調向上方法。

ここで、ｖｙは前記第１フィールドの液晶駆動電圧の交
流成分を、ｖｘは前記第２フィールドの新しい液晶駆動
電圧の交流成分を各々表わし、Ｖ＿ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ
は、前記液晶表示装置が許容し得る電圧臨界値を表わ
す。
【請求項８】  前記（ｃ）段階では、
液晶駆動電圧値と前記（ａ）段階で測定された輝度レベ
ルとの間の関係、および下記式の条件を用いて、新しい
液晶駆動電圧値を制限的に生成することを特徴とする請
求項７に記載の映像の階調向上方法。

ここで、ｙ０は、各輝度レベル区間における最低輝度レ
ベル、ｙ１は各輝度レベル区間における最高輝度レベル
を各々表わし、ｎｅｗ＿ｙは、新しい輝度レベルを表わ
す。
【請求項９】  前記（ｄ）段階は、
新しい液晶駆動電圧値を用いて、新しい輝度レベルｎｅ
ｗ＿ｙを下記式から求めることを特徴とする請求項１に
記載の映像の階調向上方法。

ここで、ｙｙ＝Ｇ（ｖｙ），ｙｘ＝Ｇ（ｖｘ）であり、
ｖｙは前記第１フィールドに対する新しい液晶駆動電圧
の交流成分を、ｖｘは前記第２フィールドに対する新し
い液晶駆動電圧の交流成分をそれぞれ表わし、Ｇは、液
晶の種類に応じて変わるガンマ関数を表わし、ｔｆ＿１
は第１フィールドの周期比を、ｔｆ＿２は、第２フィー
ルドの周期比をそれぞれ表わす。
【請求項１０】  前記（ｄ）段階は、
新しい液晶駆動電圧値に基づいて生成された液晶駆動信
号により表示された映像の輝度レベルを、新しい輝度レ
ベルとして決定することを特徴とする請求項１に記載の
映像の階調向上方法。
【請求項１１】  前記（ｅ）段階では、
下記式の条件を満足する第ｉ番目の階調の新しい輝度レ
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3
ベル、ｎｅｗ＿ｙ１を、第１輝度レベルとして決定する
ことを特徴とする請求項１に記載の映像の階調向上方
法。

ここで、ｙ０は各輝度レベル区間における最低輝度レベ
ルを、ｙ１は各輝度レベル区間における最高輝度レベル
を各々表わし、Ｍは、第１輝度レベルの個数を表わし、
ｙ＿ｄｅｌｔａは、Ｔ／Ａに該当し、Ａは、表示される
前記映像の画素が有しうる輝度レベルの数に該当し、Ｔ
は、１より小さい値であって、許容因子を表わす。
【請求項１２】  前記（ｅ）段階では、
映像の階調が向上されなかったと判断された場合には、
ｙ＿ｄｅｌｔａの値を減少させ、減少後のｙ＿ｄｅｌｔ
ａの値を用いて新しい輝度レベルの中から第１輝度レベ
ルを新たに選択することを特徴とする請求項１１に記載
の映像の階調向上方法。
【請求項１３】  前記（ｅ）段階は、
下記式の条件を満たす新しい輝度レベルｙを、第１輝度
レベルとして決定することを特徴とする請求項１１に記
載の映像の階調向上方法。

ここで、ｙｙ＝Ｇ（ｖｙ），ｙｘ＝Ｇ（ｖｘ）であり、
ｖｙは第１フィールドの新しい液晶駆動電圧の交流成分
を、ｖｘは第２フィールドの新しい液晶駆動電圧の交流
成分を各々表わし、Ｇは、液晶の種類に応じて変わるガ
ンマ関数を表わし、前記ｆは、前記フレームの周波数を
表わし、Ｂ（ｙ，ｆ）は、ｙおよびｆに依存する関数を
表わす。
【請求項１４】単位フレームを第１フィールドと第２フ
ィールドとの組み合わせで表示する映像表示装置であっ
て、
前記第１フィールドに対する液晶駆動電圧を記憶すると
共に、当該第１フィールドに対する液晶駆動電圧の中か
ら、映像信号の大きさに応じた前記第１フィールド液晶
駆動電圧を選択し、出力する第１貯蔵部と、
前記第２フィールドに対する液晶駆動電圧を記憶すると
共に、当該第２フィールドに対する液晶駆動電圧の中か
ら、映像信号の大きさに応じた前記第２フィールド液晶
駆動電圧を選択し、出力する第２貯蔵部と、
前記第１フィールド液晶駆動電圧が入力されると第１フ
ィールド液晶駆動信号を、前記第２フィールド液晶駆動
電圧が入力されると第２フィールド液晶駆動信号を生成
する液晶駆動部と、
前記第１フィールド液晶駆動信号および前記第２フィー
ルド液晶駆動信号に基づいて映像を表示する液晶表示パ
ネルと、
前記液晶表示パネルに表示された映像の輝度レベルを測
定し、この測定結果に基づいて、映像の階調を向上する

4
必要がある区間を輝度レベル区間として設定し、当該輝
度レベル区間に含まれる第１フィールドと第２フィール
ドに対して、新しい第１フィールド液晶駆動電圧および
新しい第２フィールド液晶駆動電圧をそれぞれ生成する
と共に、
当該新しい第１フィールド液晶駆動電圧値および新しい
第２フィールド液晶駆動電圧値で前記液晶表示パネルに
表示された映像の輝度レベルを新しい輝度レベルとして
測定する液晶駆動電圧生成部と、
前記新しい輝度レベルのうち少なくとも一つの有効な第
１輝度レベルを選択し、選択された前記第１輝度レベル
に基づき前記映像の階調が向上されたか否かを検査する
制御部とを備え、
前記第１貯蔵部および前記第２貯蔵部は、貯蔵された液
晶駆動電圧を前記新しい液晶駆動電圧値で更新すること
を特徴とする映像表示装置。
【請求項１５】  前記液晶駆動電圧生成部は、
前記輝度レベルのうち、隣接した階調間の輝度レベルの
差を用いて有効な第２輝度レベルを抽出し、前記輝度レ
ベル区間を当該第２輝度レベルの中から決定することを
特徴とする請求項１４に記載の映像表示装置。
【請求項１６】  前記映像表示装置は、
前記液晶駆動電圧生成部で生成された前記新しい液晶駆
動電圧から前記新しい輝度レベルを算出し、前記制御部
に出力する輝度レベル算出部をさらに備えることを特徴
とする請求項１４に記載の映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はモニターやテレビな
どの映像表示装置に係り、特に、表示される映像の階調
を向上させる方法およびこの方法を行う映像表示装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】映像表示装置における画質の良否を決定
する重要な要素の一つとして、「階調」がある。電子銃
を使用する陰極線管（ＣＲＴ：Ｃａｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ
 Ｔｕｂｅ）とは異なり、液晶を使用する従来の液晶デ
ィスプレイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）や、ＬＣＯＳディスプレイ（ＬＣｏＳ：
Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ ｏｎ Ｓｉｌｉｃｏｎ）
の性能は、液晶の物理的な性質や液晶の駆動方式により
変化する。このような性能の変化は、液晶駆動電圧に応
じて液晶表示パネルとの間で交わされる因子によっても
たらされるものである。
【０００３】そのため、従来の映像（液晶）表示装置
（液晶ディスプレイ）では、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、
青色（Ｂ）の各色について、所定の階調数（例えば、８
ビット階調（２５６階調））以上での表現ができないと
いう問題がある。また、８ビットの階調での表現が可能
であっても、各階調において輝度が不均一になるという
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問題もある。
【０００４】従って、このような従来の液晶表示装置で
は、表現できる階調の数が不十分である場合や、階調に
おける輝度の差が不均一である場合に、顔などのように
階調が徐々に変化する映像を表現しようとすると、粗い
階調線が現れることがあるという問題がある。
【０００５】このような問題点を改善するために、階調
の向上方法が従来から種々提案されている。たとえば、
表現可能な階調数が不足している場合に不足している階
調の数を増やす方法として、空間的に増やす方法と、時
分割により増やす方法とがある。
【０００６】空間的に階調の数を増やす方法として、ハ
ーフトーン方式がある。
【０００７】このハーフトーン方式には、一定面積の画
素（例えば、３×３）を用いて中間階調を表現するディ
ザ方式と、各画素の入力値とハーフトーンセルにおける
出力値との誤差を求め、累積誤差が零になるように、入
力値と出力値との差分を周囲の画素に分散させる誤差拡
散方式とに大別できる。
【０００８】このディザ方式の一例が、“Ａｎｉｍａｔ
ｅｄ ｄｉｔｈｅｒｅｄ ｄｉｓｐｌａｙ ｓｙｓｔｅｍ
ｓ”という題目にて、以下の特許文献１に開示されてい
る。
【０００９】
【特許文献１】米国特許第３，９３７，８７８号公報
【００１０】この文献において開示されたディザ方式で
は、面積マスク（ドット）の濃密で階調を表現する。そ
のため、映像において高周波数成分を有する領域がうま
く表現できない、すなわち映像の解像度が悪いという問
題点を有している。
【００１１】また、誤差拡散方式の一例が、“Ｃｏｌｏ
ｒ ｉｍａｇｅ ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｃａｐａｂｌｅ ｏ
ｆ ｐｅｒｆｏｒｍｉｎｇ ｍａｓｋｉｎｇ ｕｓｉｎｇ 
ａｒｅｄｕｃｅｄ ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ ｂｉｔｓ”とい
う題目にて、以下の特許文献２に開示されている。
【００１２】
【特許文献２】米国特許第５，１６２，９２５号公報
【００１３】この文献中で開示された誤差拡散方式で
は、ディザ方式における解像度の低下問題を解決するこ
とができる。しかし、拡散誤差を計算するために大容量
のメモリが必要となること、ハードウェアの構成が複雑
で大きなものになることという問題、さらに、映像や色
平坦領域のエッジに特異なパターンを生じることがある
という問題がある。
【００１４】一方、時分割を用いて階調の数を増やす方
法として、フレーム率を制御する方式（フレーム内時分
割法）がある。この方式の場合、単位フレームを、発光
周期の異なる所定数のサブフレーム（例えば、８枚）に
分割する。そして、このサブフレームを組み合わせるこ
とで、単位フレームの映像の階調を表現する。しかし、
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この方式には、輝度効率が低下するという問題や、擬似
輪郭が発生するという問題がある。
【００１５】また、階調を向上させる方法として、以下
の特許文献３に記載されている方法もある。
【００１６】
【特許文献３】米国特許第４，９２１，３３４号公報
【００１７】この特許文献には、階調向上方法が、“Ｍ
ａｔｒｉｘ ｌｉｑｕｉｄ ｃｒｙｓｔａｌ ｄｉｓｐｌ
ａｙ ｗｉｔｈ ｅｘｔｅｎｄｅｄ ｇｒａｙ ｓｃａｌ
ｅ”という題目にて開示されている。
【００１８】ここで開示された階調向上方法では、隣接
する画素に供給する各液晶駆動電圧値をフレーム毎に切
り換える（入れ替える）ことにより、新しい中間階調を
生成する。しかし、この方法は階調の数を最大２倍まで
増やすことができるが、それ以上多くすることができな
いという問題点を有している。
【００１９】また、最近発表された別のディザ法が、以
下の非特許文献１に記載されている。
【００２０】
【非特許文献１】スリー－ファイブシステムズ（ＳＩＤ
 ２０００ Ｓｅｍｉｎａｒ Ｌｅｃｔｕｒｅ Ｎｏｔｅ
ｓ，Ｖｏｌｕｍｅ １，Ｍ－１３）。
【００２１】この文献に記載された方法では、２×２画
素マスクを用いた空間ディザ法と、隣接する二つのサブ
フィールドに供給する液晶駆動電圧をフレーム毎に入れ
替える方法とを組み合わせて、３つのさらなる階調を生
成する。
【００２２】しかし、この方法は、多くの新しい階調を
作り出せるが、空間ディザ法を使用するために出力映像
の解像度が低下するという問題、映像や色平坦領域のエ
ッジに前述した特異なパターンを生じるという問題、こ
の方法を実施するために別の回路を設ける必要があると
いう問題点がある。
【００２３】また、従来の階調向上方法では、階調の輝
度値間の差が不均一となった場合には、これを解消する
ことができないという問題がある。
【００２４】
【発明が解決しようとする課題】本発明が解決しようと
する技術的課題は、フィールド毎に異なるレベルで生成
された液晶駆動電圧値を用いて、階調数を増やすことが
できる方法、そして、階調間の輝度レベルの差の不均一
性を解消できる方法を提供することにある。そして、本
発明が解決しようとする他の技術的課題は、前記映像の
階調向上方法を行う映像表示装置を提供することにあ
る。
【００２５】
【課題を解決するための手段】本発明は、単位フレーム
を構成する第１フィールドと第２フィールドのそれぞれ
に割り当てられた液晶駆動電圧から、前記第１フィール
ドの第１フィールド液晶駆動電圧および前記第２フィー
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7
ルドの第２フィールド液晶駆動電圧を、入力された映像
信号の大きさに応じてそれぞれ選択し、選択した前記第
１フィールド液晶駆動電圧および前記第２フィールド液
晶駆動電圧に基づいて、第１フィールド液晶駆動信号お
よび第２フィールド液晶駆動信号をそれぞれ生成し、当
該第１液晶駆動信号および第２フィールド液晶駆動信号
に基づいて映像を表示する液晶表示装置における映像の
階調向上方法であって、（ａ）液晶駆動電圧値を単位フ
レーム毎に変えながら、前記液晶表示装置に表示される
映像の輝度レベルを測定する段階と、（ｂ）測定された
輝度レベルを利用して、表示された映像の中で階調を向
上させる必要がある輝度レベル区間を少なくとも一つ決
定する段階と、（ｃ）前記輝度レベル区間の前記第１フ
ィールドおよび前記第２フィールドに対して新しい液晶
駆動電圧をそれぞれ生成する段階と、（ｄ）新しい液晶
駆動電圧値に基づいて前記液晶表示装置に表示された映
像の輝度レベルを測定し、測定した輝度レベルを新しい
輝度レベルとして求める段階と、（ｅ）前記新しい輝度
レベルの中から、第１輝度レベルを少なくとも一つ選択
する段階と、（ｆ）前記第１輝度レベルに基づいて、表
示された映像の階調が向上されたか否かを判断し、前記
映像の階調が向上されない場合には前記（ｅ）段階へ戻
り、前記映像の階調が向上されない場合には終了する段
階とを備える映像の階調向上方法に関するものである。
【００２６】また、本発明にかかる映像表示装置は、前
記第１フィールドに対する液晶駆動電圧を記憶すると共
に、当該第１フィールドに対する液晶駆動電圧の中か
ら、映像信号の大きさに応じた前記第１フィールド液晶
駆動電圧を選択し、出力する第１貯蔵部と、前記第２フ
ィールドに対する液晶駆動電圧を記憶すると共に、当該
第２フィールドに対する液晶駆動電圧の中から、映像信
号の大きさに応じた前記第２フィールド液晶駆動電圧を
選択し、出力する第２貯蔵部と、前記第１フィールド液
晶駆動電圧が入力されると第１フィールド液晶駆動信号
を、前記第２フィールド液晶駆動電圧が入力されると第
２フィールド液晶駆動信号を生成する液晶駆動部と、前
記第１フィールド液晶駆動信号および前記第２フィール
ド液晶駆動信号に基づいて映像を表示する液晶表示パネ
ルと、前記液晶表示パネルに表示された映像の輝度レベ
ルを測定し、この測定結果に基づいて、映像の階調を向
上する必要がある区間を輝度レベル区間として設定し、
当該輝度レベル区間に含まれる第１フィールドと第２フ
ィールドに対して、新しい第１フィールド液晶駆動電圧
および新しい第２フィールド液晶駆動電圧をそれぞれ生
成すると共に、当該新しい第１フィールド液晶駆動電圧
値および新しい第２フィールド液晶駆動電圧値で前記液
晶表示パネルに表示された映像の輝度レベルを新しい輝
度レベルとして測定する液晶駆動電圧生成部と、前記新
しい輝度レベルのうち少なくとも一つの有効な第１輝度
レベルを選択し、選択された前記第１輝度レベルに基づ
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き前記映像の階調が向上されたか否かを検査する制御部
とを備え、前記第１貯蔵部および前記第２貯蔵部は、貯
蔵された液晶駆動電圧を前記新しい液晶駆動電圧値で更
新することを特徴とする映像表示装置に関するものであ
る。
【００２７】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係る映像の階調向
上方法、この方法を行う映像表示装置の構成、およびそ
の動作を添付図面に基づいて詳細に説明する。
【００２８】図１は、本発明に係る映像の階調向上方法
の一実施形態を説明するフローチャートである。
【００２９】本発明に係る映像の階調向上方法は、映像
の単位フレームを二つのフィールドの組み合わせで表現
する映像（液晶）表示装置において行われる。本発明に
係る映像の階調向上方法では、液晶表示装置に表示され
た映像の輝度レベルを測定し、測定した輝度レベルの中
から第２輝度レベルを抽出する（第１０段階、第１２段
階）。続いて、抽出した第２輝度レベルの中から、映像
の階調を向上させる必要のある区間（輝度レベル区間）
を決定し（第１４段階）、液晶表示装置を構成する画素
のなかで、前記輝度レベル区間の領域内に位置する画素
に対して、新しい液晶駆動電圧値を、フィールド毎に生
成する（第１４段階および第１６段階）。そして、新し
い液晶駆動電圧により、液晶表示装置に表示された映像
の輝度レベルを測定し（第１８段階）、その中から有効
な第１輝度レベルを選択して階調が向上されたかをチェ
ックする。階調が向上されなかった場合には、再び新し
い液晶駆動電圧を生成し、これにより映像を表示させ、
表示した映像の階調か向上されたかをチェックする。そ
して、映像の階調が向上されるまで、第１輝度レベルの
選択を繰り返す（第２２段階）。
【００３０】図２は、図１に示された階調向上方法を行
う本発明に係る映像表示装置の一実施形態のブロック図
である。この映像表示装置は、第１貯蔵部４０、第２貯
蔵部４２、液晶駆動部４４、液晶表示パネル４６、液晶
駆動電圧生成部４８、輝度レベル算出部５０、および制
御部５２を含んでいる。
【００３１】本発明に係る映像の階調向上方法では、は
じめに、液晶駆動電圧をフレーム毎に変えながら液晶表
示パネル４６に映像を表示し、表示された映像の輝度レ
ベルを測定する（第１０段階）。そして、測定された輝
度レベルと、液晶駆動電圧値との関係を示す測定テーブ
ルを作成する。本実施の形態では、映像の単位フレーム
（１フレーム）は、第１フィールドと第２フィールドと
から構成されているので、ここでいう液晶駆動電圧は、
各フィールドにそれぞれ供給される液晶駆動電圧のこと
である。
【００３２】この段階１０における一連の動作は、第１
貯蔵部４０、第２貯蔵部４２、液晶駆動部４４、液晶表
示パネル４６、液晶駆動電圧生成部４８、および制御部
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５２で行われる。本実施の形態では、第１貯蔵部４０お
よび第２貯蔵部４２には、液晶駆動電圧が予め記憶され
ている。この予め記憶された液晶駆動電圧は、フレーム
毎に異なった値となっているが、各フレームを構成する
二つのフィールド（第１フィールドおよび第２フィール
ド）に対する液晶駆動電圧の値は、それぞれ同じ値とな
っている。
【００３３】第１貯蔵部４０および第２貯蔵部４２に記
憶された液晶駆動電圧は、制御部５２で生成される第１
制御信号Ｃ１および第２制御信号Ｃ２に基づいて読み出
される。なお、この読み出しは、フレーム毎に行われ
る。この読み出しのために、第１貯蔵部４０および第２
貯蔵部４２は、前記液晶駆動電圧をルックアップテーブ
ルとして備える構成とすることが可能である。
【００３４】第１貯蔵部４０は、制御部５２から第１制
御信号Ｃ１が入力されると、第１フィールドに対して記
憶された液晶駆動電圧の中から、入力端子ＩＮ１を介し
て入力された映像信号の大きさに応じた液晶駆動電圧を
選択し、読み出す。
【００３５】また、第２貯蔵部４２は、制御部５２から
第２制御信号Ｃ２が入力されると、第２フィールドに対
して記憶された液晶駆動電圧の中から、入力端子ＩＮ１
を介して入力された映像信号の大きさに応じた液晶駆動
電圧を選択し、読み出す。ここで、「入力された映像信
号の大きさに応じた液晶駆動電圧」とは、液晶表示装置
の各画素を駆動させて、映像を液晶表示装置に表示する
ために必要な液晶駆動電圧を意味する。
【００３６】制御部５２は、第１制御信号Ｃ１と第２制
御信号Ｃ２を交互に生成する。そして、制御部５２は、
第１制御信号Ｃ１が生成された場合は第１貯蔵部４０
に、第２制御信号Ｃ２が生成された場合は第２貯蔵部４
２に、それぞれ制御信号を出力する。 *
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*【００３７】図３は、液晶駆動信号の一例の波形図であ
って、横軸は時間を表わし、縦軸は液晶駆動信号の大き
さを表わす。
【００３８】液晶駆動部４４は、第１貯蔵部４０または
第２貯蔵部４２において選択され、出力された液晶駆動
電圧に基づいて、図３に示す液晶駆動信号を生成する。
そして、生成した液晶駆動信号を液晶表示パネル４６に
出力する。言い換えれば、液晶駆動部４４は、第１貯蔵
部４０または第２貯蔵部４２から入力された液晶駆動電
圧に基づいて第１フィールドおよび第２フィールドに対
する液晶駆動信号をそれぞれ生成し、生成した液晶駆動
信号を液晶表示パネル４６に出力する。
【００３９】ここで、液晶が交流で駆動される場合、図
３に示す液晶駆動信号の単位フレーム７０は、中心電圧
Ｖｃｏｍを中心として互いに対称となる第１フィールド
および第２フィールドから構成される。すなわち、図３
に示すように、液晶駆動信号は、第１フィールドに対す
る液晶駆動信号Ｖｓｉｇ－１と、第２フィールドに対す
る液晶駆動信号Ｖｓｉｇ－２とから構成される。
【００４０】例えば、第１貯蔵部４０に記憶された液晶
駆動電圧をルックアップテーブルＬＵＴ－１、第２貯蔵
部４２に記憶された液晶駆動電圧をルックアップテーブ
ルＬＵＴ－２、中心電圧Ｖｃｏｍを４０７、入力端子Ｉ
Ｎ１を介して入力される映像信号の種類（またはインデ
ックス数）を２8＝２５６個であるとすると、第１貯蔵
部４０と第２貯蔵部４２とに記憶されている液晶駆動電
圧は、下記表１のような形で表される。この表に示す値
の中から、入力端子ＩＮＴを介して入力された映像の大
きさに応じて、ＲＧＢの各色に対する液晶駆動電圧が選
択され、液晶駆動部４４に出力される。
【００４１】
【表１】

【００４２】液晶駆動部４４は、入力された液晶駆動電
圧値に基づいて液晶駆動信号を生成し、液晶表示パネル
４６に出力する。そして、液晶表示パネル４６は、入力

された液晶駆動信号に応じて駆動され、映像を出力端子
ＯＵＴを介して表示する。この際、液晶駆動電圧生成部
４８は、液晶表示パネル４６に表示された映像の輝度レ
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11
ベルを測定する。ここで、液晶駆動電圧生成部４８とし
て、例えば、比色計や分光放射計などが利用可能であ
る。
【００４３】第１０段階に続いて、第１０段階において
測定した映像の輝度レベルを利用して、液晶表示パネル
４６に表示された映像の中の隣接する階調間の輝度レベ
ルの差を求め、この階調間の輝度レベルの差を有効な第
２輝度レベルを抽出するのに使用する（第１２段階）。
ここで、階調ａの輝度レベルをｙ＿ａ、階調ｂの輝度レ
ベルをｙ＿ｂで表現すると、第１２段階では、下記式１
の条件を満たすものを、第２輝度レベルとして決定す
る。
【００４４】
【数１】

【００４５】ここで、ｙ＿ｄｅｌｔａは、Ｔ／Ａに相当
し、Ａは、液晶表示パネル４６に表示される映像の各画
素における輝度レベルの数（映像の画素における異なる
輝度レベルの数）であり、例えば、２nに相当する。ま
た、Ｔは、０～２nの範囲内に収まる許容因子であり、
理想的にはＴ＝１となるが、実際には１より小さい値と
なる。なお、階調間の輝度レベルの差が大きいほど、こ
のＴの値は０に近づくことになるが、Ｔの値が０に近づ
くと、前記式１から判るように各階長官の輝度レベルの
差が小さくなるので、映像における階調の数が減少する
ことになる。
【００４６】この第１２段階の動作、すなわち、測定さ
れた輝度レベルを利用して隣接する階調間の輝度レベル
の差を求め、この階調間の輝度レベルの差を用いて第２
輝度レベルを抽出する動作は、液晶駆動電圧生成部４８
において行われる。
【００４７】第１２段階に続いて、第１２段階において
抽出された第２輝度レベルのうち、階調の改善を行う必
要がある部分（輝度レベル区間）を、前記式１を用いて
少なくとも一カ所決定する（第１４段階）。
【００４８】図４は、液晶駆動電圧と輝度レベルとの関
係を示すグラフである。この図の横軸は液晶駆動電圧か
ら中心電圧Ｖｃｏｍを除去した値、すなわち、液晶駆動
電圧の交流成分である。一方、縦軸は液晶表示パネル４
６に表示される映像の輝度レベルを表わしている。
【００４９】図４に示すように、液晶駆動電圧がｖ１～
ｖ０の範囲で変化する場合、液晶表示パネル４６に表示
される映像の輝度レベルの変化量ｙ１～ｙ０が、極めて
大きいことが判る。すなわち、この区間（液晶駆動電圧
の変化範囲）におけるグラフの傾斜が大きくなってい
る。この傾斜の大きい区間は、輝度レベルが急激に変化
する区間であるので、階調の改善を行う必要がある区間
（輝度レベル区間）として決定される。
【００５０】本発明の実施形態では、この第１４段階も*
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*また、液晶駆動電圧生成部４８で行われる。すなわち、
液晶駆動電圧生成部４８は、第１２段階で抽出された第
２輝度レベルの中から、階調の改善を行う必要がある輝
度レベル区間を決定する。
【００５１】なお、第１２段階を省略することも可能で
ある。この場合、第１０段階の後に、測定された輝度レ
ベルの中から少なくとも一つの輝度レベル区間を決定す
る第１４段階を行うことになる。
【００５２】ここで、表示される階調数が不足してお
り、映像の階調の数を増加させる必要がある場合には、
第１２段階を省略しても良い。しかし、階調間の輝度レ
ベルの差を均一化する必要があり、前述のＴの値が０に
近い値である場合には、映像の階調を改善するために第
１２段階を行う必要がある。
【００５３】本実施の形態では、液晶駆動電圧生成部４
８は、前述の第１４段階において輝度レベル区間を決定
する際に、決定した輝度レベル区間における階調の数を
求める。
【００５４】ここで、第１２段階が行われる場合、すな
わち、階調間の輝度レベルの差を均一化する必要がある
場合、基準テーブルと測定テーブルとを比較し、この比
較結果から輝度レベル区間における階調の数を求めるこ
とになる。ここで、基準テーブルとは、液晶駆動電圧と
各階調の基準輝度レベルとが記録されたテーブルであ
り、測定テーブルと比較する前に予め求められている。
【００５５】第１４段階に続いて、この第１４段階にお
いて決定された輝度レベル区間のそれぞれについて、新
しい液晶駆動電圧を生成する（第１６段階）。ここで、
この新しい液晶駆動電圧は、最低輝度レベルとなる液晶
駆動電圧を増減させて求めた電圧であり、第１フィール
ドと第２フィールドとについてそれぞれ生成される。
【００５６】本実施の形態では、この新しい液晶駆動電
圧は、下記式２の条件を満たす電圧である。
【００５７】
【数２】

【００５８】ここで、ｖｙは、第１フィールドの新しい
液晶駆動電圧の交流成分、すなわち、新しい液晶駆動電
圧と直流成分である中心電圧Ｖｃｏｍとの差である。ｖ
ｘは、第２フィールドの新しい液晶駆動電圧の交流成分
である。Ｖ＿ｔｈｒｅｓｈｏｌｄは、液晶表示パネルに
流すことのできる電圧値の上限、すなわち電圧臨界値を
表わす。
【００５９】なお、新しい液晶駆動電圧を、測定された
輝度レベルと液晶駆動電圧との間の関係を示す測定テー
ブルと下記式３で表わされる条件とを用いて規定する構
成としても良い。
【００６０】
【数３】
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【００６１】ここで、ｙ０は各輝度レベル区間における
最低輝度レベル、ｙ１は各輝度レベル区間における最大
輝度レベルである。ｎｅｗ＿ｙは、新しい輝度レベルで
ある。
【００６２】この第１６段階は、液晶駆動電圧生成部４
８により行われる。すなわち、液晶駆動電圧生成部４８
は、決定された各輝度レベル区間の第１フィールドと第
２フィールド毎に、新しい液晶駆動電圧を生成する。
【００６３】ここで、新しい液晶駆動電圧は、もとの液
晶駆動電圧を、最低輝度レベルとなる液晶駆動電圧を中
心として増減させて得られた電圧値であり、前記式２の
条件を満たすものである。若しくは、液晶駆動電圧生成
部４８は、前述の測定テーブルと、前記式３で表される
条件とを用いて求められた電圧値である。
【００６４】第１６段階に続いて、新しい液晶駆動電圧
を用いて新しい輝度レベルを求める（第１８段階）。本
実施の形態では、新しい輝度レベルｎｅｗ＿ｙを、新し
い液晶駆動電圧を用いて、下記式４から求める構成とし
ても良い。
【００６５】
【数４】

【００６６】ここで、ｙｙ＝Ｇ（ｖｙ）、ｙｘ＝Ｇ（ｖ
ｘ）である。Ｇ（ｖｙ）は、新しい液晶駆動電圧ｖｙに
おける輝度レベルｙｙの特性を表す関数である。Ｇ（ｖ
ｘ）は、新しい液晶駆動電圧ｖｘにおける輝度レベルｙ
ｘの特性を表す関数である。ここで、Ｇ（ｖｙ）の場
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合、Ｇ（ｖｙ）は、下記式５で表される。なお、このＧ
（ｖｙ）の値は、実験的に求めた値であっても良い。ｔ
ｆ＿１とｔｆ＿２は、それぞれ第１フィールドおよび第
２フィールドの周期比である。第１フィールドの周期比
と第２フィールドの周期比は、図３に示すフレーム周期
７０を構成する周期７２と周期７４とからそれぞれ求め
られる値である。
【００６７】
【数５】

【００６８】この式５において、γの値は、陰極線管
（ＣＲＴ）の場合には２．２～２．６となる。しかし、
この値は、液晶表示装置の場合、液晶の種類に応じて変
化する値である。
【００６９】例えば、任意の画素の液晶駆動電圧、すな
わち、フレームを構成する二つのフィールド（すなわ
ち、第１フィールドと第２フィールド）に対する液晶駆
動電圧を、中心電圧Ｖｃｏｍを基準とする二つの異なる
交流成分ｖｘ、ｖｙで表し、第１周期比と第２周期比と
を１／２と、第１フィールドと第２フィールドの輝度レ
ベルをそれぞれｙｙ、ｙｘとすると、単位フレームにお
いて液晶表示パネル４６に表示される映像の輝度レベル
は、ｙｙ／２＋ｙｘ／２となる（表２参照）。ここでい
う単位フレームとは、液晶表示パネル４８に表示された
映像を人が認知できる時間に相当するフレームである。
【００７０】
【表２】

【００７１】すなわち、液晶表示パネル４６において、
２つの隣接するフィールドを、それぞれ異なる新しい液
晶駆動電圧により駆動することにより、新しい輝度レベ
ルｎｅｗ＿ｙを得ることができる。
【００７２】なお、本発明に係る映像表示装置に、図２
に示す輝度レベル算出部５０をさらに設けても良い。こ
の場合、輝度レベル算出部５０は、新しい輝度レベル
を、液晶駆動電圧生成部４８から入力された新しい液晶
駆動電圧から、前記式４を用いて算出する。そして、算
出した新しい輝度レベルを出力する。
【００７３】なお、第１８段階において求める映像の新
しい輝度レベルは、新しい液晶駆動電圧に基づいて液晶
表示パネル４６上に表示された映像の輝度レベルの実測
値としても良い。
【００７４】すなわち、図２に示す輝度レベル算出部５
０を使用せずに、新しい輝度レベルを求める構成とする
ことも可能である。
【００７５】たとえば、第１貯蔵部および第２貯蔵部４
２が記憶している液晶駆動電圧を、第１６段階で得られ

た新しい液晶駆動電圧に更新する。そして、更新された
新しい液晶駆動電圧に基づいて、液晶駆動部４４が、液
晶駆動信号を液晶表示パネル４６に出力し、この液晶駆
動信号に基づいて液晶表示パネル４６が映像を表示す
る。そして、液晶表示パネル４６に表示された映像の輝
度レベルを、液晶駆動電圧生成部４８が新しい輝度レベ
ルとして測定するという構成とすることも可能である。
【００７６】ここで、第１６段階および第１８段階の理
解を容易にするために、第１４段階において決定される
輝度レベル区間が、図４に示す輝度レベルのｙ０～ｙ１
の区間であると仮定して以下に説明する。この時、下記
表３に示すように、輝度レベル区間ｙ０～ｙ１に含まれ
る第１フィールドの液晶駆動電圧を、最低輝度レベルｙ
０に対応する液晶駆動電圧ｖ０を増加させた新しい液晶
駆動電圧ｖｙとして生成する。さらに、輝度レベル区間
ｙ０～ｙ１に含まれる第２フィールドの液晶駆動電圧
を、液晶駆動電圧ｖ０を減少させた新しい液晶駆動電圧
ｖｘとして生成する（第１６段階）。
【００７７】
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【表３】

【００７８】ここで、ｖ１は、最高輝度レベルｙ１とな
る液晶駆動電圧を表わし、Ｎは、輝度レベル区間にふく
まれる階調の数を表わす。
【００７９】ここで、Ｎ＝４の場合、新しい液晶駆動電

16

圧ｖｙおよび新しい液晶駆動電圧ｖｘは、下記表４のよ
うになる。
【００８０】
【表４】

【００８１】また、Ｎ＝２の場合、新しい液晶駆動電圧
ｖｙおよび新しい液晶駆動電圧ｖｘは、下記表５のよう
になる。

【００８２】
【表５】

【００８３】この第１６段階に続いて、表３に示す新し
い液晶駆動電圧ｖｙおよび新しい液晶駆動電圧ｖｘを用
いて映像を表示させ、表示された映像の新しい輝度レベ
ルｎｅｗ＿ｙｉを求める（第１８段階）。なお、ここ

で、ｉは階調のインデックス番号である。
【００８４】図５は、階調のインデックス番号新しい輝
度レベルとの関係を示すグラフである。横軸は階調のイ
ンデックス番号を表わし、縦軸は新しい輝度レベルを表
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わす。
【００８５】例えば、新しい輝度レベルが輝度レベル算
出部５０で求められ、前述の新しい液晶駆動電圧におけ
る輝度レベルｙｙの特性を表す関数（数式５参照）のガ
ンマ（γ）値が３．２であり、階調の数（Ｎ）が２１で
あり、映像信号が有し得る大きさの数が２8（２５６階 *

18
*調）であり、ｖ０＝１４９、ｖ１＝１５０、ｙ０＝４
５．６８８、ｙ１＝４６．６７７であると仮定すると、
新しい液晶駆動電圧ｖｙ、ｖｘと、新しい輝度レベルｎ
ｅｗ＿ｙは、下記表６および図５のように表される。
【００８６】
【表６】

【００８７】第１８段階に続いて、新しい輝度レベルの
中から、第１輝度レベルを選択する（第２０段階）。本
実施の形態では、前記式３および下記式６の条件を満足
する第ｉ番目の階調の新しい輝度レベルｎｅｗ＿ｙｉを
第１輝度レベルとして決定する。
【００８８】
【数６】

【００８９】ここで、Ｍは第１輝度レベルの個数を表わ
す。
【００９０】本実施の形態では、前記式３および前記式
６に加えて、下記式７の条件をも満足する第ｉ番目の階
調の新しい輝度レベルｎｅｗ＿ｙｉを、第１輝度レベル
として決定することも可能である。
【００９１】
【数７】

【００９２】ここで、ｆはフレームの周波数を表わし、
Ｂ（ｙ，ｆ）は、ｙおよびｆに依存する関数である。こ
こで、第１輝度レベルが前記式７の条件を満足しない場
合には、フリッカ現象が生じる可能性がある。ここで、
Ｂ（ｙ，ｆ）は、液晶表示パネル４６上のある位置にお
いて、認知することのできる二つのフィールドの輝度レ
ベルの差の閾値であり、液晶の物理的な性質に応じて変
化するものである。すなわち、Ｂ（ｙ，ｆ）は、隣接す
るフィールドの輝度レベルの差であって、人が認識する
ことができる輝度レベルの差を意味する閾値である。
【００９３】このＢ（ｙ，ｆ）は、フレームの周波数ｆ
を固定として条件の下、新しい輝度レベルｙを可変させ
ながら求めたルックアップテーブルとしても良い。な
お、このＢ（ｙ，ｆ）は、実験により求めた値とするこ
とも可能である。
【００９４】第２０段階において選択された第１輝度レ
ベルのうちの少なくとも一つを用いて、映像の階調が向
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上（改善）されたか否かを判断する（第２２段階）。も
し、映像の階調が向上（改善）されなかったと判断され
た場合には、第２０段階へ戻る。例えば、前述の第１２
段階が行われている場合に、少なくとも一つの第１輝度
レベルにより階調の数が増加され、階調間の輝度レベル
の差が均一となれば、映像の階調が向上（改善）された
と決定する。しかし、各階調間の輝度レベルの差が依然
として不均一なままである場合には、階調が向上しなか
った（改善されなかった）と決定する。
【００９５】ここで、映像の階調が向上（改善）されな
かった決定された場合には、ｙ(ｄｅｌｔａの値を減少
させる。そして、減少後のｙ＿ｄｅｌｔａを用いて、新
しい輝度レベルの中から少なくとも一つの第１輝度レベ
ルを再び選択する（第２０段階の繰り返し）。
【００９６】なお、第１２段階が設けられている場合、
すなわち、映像の階調の数は十分であるが、各階調間の
輝度レベルの差の不均一を解消する必要がある場合に
は、第１４段階において行った階調の数（Ｎ）の決定
を、第２０段階で行う構成とすることも可能である。こ
の場合、階調の数が多くなるにしたがって、Ｔの値また
はｙ＿ｄｅｌｔａを小さく設定し、階調の数が少なくな
るにしたがって、Ｔの値を大きく設定する。
【００９７】ここで、第２０段階および第２２段階を行
うために、本発明に係る映像表示装置に、制御部５２が
設けられていても良い。この制御部５２は、輝度レベル
算出部５０または液晶駆動電圧生成部４８において求め
た新しい輝度レベルから、少なくとも一つの第１輝度レ
ベルを選択する。そして、選択した第１輝度レベルに基
づいて映像の階調が向上されたか否かを検討し、その結
果に応じて第１輝度レベルを再び選択する。
【００９８】以下に、階調の数が十分であるが、隣接し
た階調間の輝度レベルの差が不均一であり、映像信号が
有し得る大きさの数を８ビット［２５６］であると仮定
し、本発明に係る映像の階調向上方法を説明する。
【００９９】図６では、横軸は液晶駆動電圧の交流成分
を表わし、縦軸は正規化した輝度レベルを表わす。
【０１００】まず、液晶駆動電圧の大きさを、フレーム
毎に０～２５５まで変えながら、輝度レベルの大きさを*
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*測定する（第１０段階）。この時の測定された輝度レベ
ルと液晶駆動電圧の交流成分との間の関係Ｇ１は、図６
に示す通りである。
【０１０１】第１０段階の後に、０～１までの正規化し
た輝度レベルのうち、前記式１を満足する第２輝度レベ
ルのみを抽出する（第１２段階）。
【０１０２】第１２段階に続いて、前記式１を満足する
と共に、急峻な傾斜を有する輝度レベル区間（液晶駆動
電圧の変化量に対する液晶表示パネル４６の輝度の変化
量が大きい区間）を決定する（第１４段階）。例えば、
液晶駆動電圧の範囲が１８０～２５５となる部分が輝度
レベル区間であるとように、第１４段階において決定す
る。
【０１０３】第１４段階の後に、新しい液晶駆動電圧
を、表４に示すように、フィールド毎に求める（第１６
段階）。そして、新しい液晶駆動電圧のもとで表示され
た映像の新しい輝度レベルを、液晶表示パネル４６で直
接的に測定して求める。もしくは、前記式４を用いて求
める（第１８段階）。
【０１０４】第１８段階に続いて、前記式３および前記
式６の条件を満たす、あるいは、前記式３、前記式６お
よび前記式７の総ての条件を満たす第１輝度レベルを選
択する（第２０段階）。この際、選択された第１輝度レ
ベルを、階調間の輝度レベルの差が不均一な区間にあて
はめる。そして、映像の階調が向上（改善）されたか否
かを判断する（第２２段階）。
【０１０５】映像の階調が向上されない場合、前記式６
のｙ(ｄｅｌｔａの値を減少させ、第１輝度レベルを再
び選択する（第２０段階）。そして、映像の階調が向上
された場合には、図６に示す、新しい輝度レベルと液晶
駆動電圧（Ｖｃｏｍを除く）との関係Ｇ２を求めること
ができる。
【０１０６】図６に示すグラフＧ１およびＧ２に表示さ
れる映像の階調の特性を、Ａ＝２５５であるとの仮定の
もと、前記式６の条件を用いて分析すると、Ｔについて
の階調の数Ｎは、下記表７の通りである。
【０１０７】
【表７】

【０１０８】図２に示された映像表示装置は、図１に示
す本発明に係る映像の階調向上方法を行う装置の一例を
示す図面であって、図１に示された映像の階調向上方法
は、図２に示された装置の構成および動作に限定されな
い。
【０１０９】
【発明の効果】以上述べたように、本発明に係る映像の
階調向上方法、およびこの方法を実行するための映像表
示装置では、従来の問題点を引き起こすこと無しに、映

像の階調の数を増やすことができる。さらに、階調間の
輝度レベルの不均一性を均一にできる。また、階調を充
実させて表現するために本発明にかかる方法及びその装
置を映像のトーン補正に適用することで、表示される映
像の画質を改善することができる。
【０１１０】すなわち、本発明にかかる映像の階調方法
は、表示された映像の輝度レベルを測定し、隣接する階
調の輝度レベルの差が規定値以上となっている場合に
は、階調の輝度レベルを調整して、輝度レベルの差が均
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一になるようにする。具体的には、単位フレームを構成
する第１フィールドと第２フィールドとに供給する液晶
駆動電圧を、一方は大きくし、他方は小さくすることで
表示される映像の輝度レベルを調整し、中間階調を表現
する。
【０１１１】これにより、表示される映像の階調をスム
ーズにすることができると共に、階調間の輝度差が不均
一になることを防止できる。よって、顔などのように階
調が徐々に変化する映像を表現する場合でも、従来のよ
うに粗い階調線が現れることがない。
【０１１２】また、このようにして調整した液晶駆動電
圧により表示された映像の輝度レベルを新たな輝度レベ
ルとし、この中から選ばれた所定の条件を満たす輝度レ
ベルをもとに、液晶の階調か改善されたか否かを検討す
る。
【０１１３】特に、液晶の階調か改善されたか否かの検
討は、所定の数式に当てはめて判断するので、確実に映
像の階調が改善させたかを判断できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る映像の階調向上方法の一実施形態*

22
*を説明するためのフローチャートである。
【図２】図１に示された階調向上方法を行う本発明に係
る映像表示装置の一実施形態のブロック図である。
【図３】液晶駆動信号の例示的な波形図である。
【図４】液晶駆動電圧と輝度レベルとの間の関係を示す
グラフである。
【図５】階調の番号と新しい輝度レベルとの間の例示的
な関係を昇順に整列して示すグラフである。
【図６】本発明に係る映像の階調方法を説明するため
の、液晶駆動電圧の交流成分と正規化した輝度レベルと
の間の例示的な関係を示すグラフである。
【符号の説明】
４０・・・第１貯蔵部
４２・・・第２貯蔵部
４４・・・液晶駆動部
４６・・・液晶表示パネル
４８・・・液晶駆動電圧生成部
５０・・・輝度レベル算出部
５２・・・制御部

【図１】 【図３】

【図４】
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